
城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 橙皮は芳香性苦味健胃薬、苦味チンキの原料、枳実は瀉下

作用などを目的に漢方薬に配合される。

潤腸湯（ジュンチョウトウ）、大柴胡湯（ダイサイコトウ）、

麻子仁丸（マシニンガン）など

健胃、鎮咳、去痰、鎮静、中枢抑制作用など

果皮、未熟果実

橙皮（トウヒ） 枳実（キジツ） 局方生薬局方生薬

　

こ
ち
ら
は
ダ
イ
ダ
イ
の
花
で
す
。
由
来
は
果

実
が
年
を
越
し
て
樹
の
上
に
残
る
こ
と
か
ら
と

言
わ
れ
て
いま
す
。「
代
々
」
に
通
じ
る
こ
と

か
ら
家
が
代
々
続
く
子
孫
繁
栄
の
意
を
示

し
、
縁
起
が
良
い植
物
と
さ
れ
て
いま
す
。
お

正
月
の
飾
り
に
欠
か
せ
な
い植
物
で
、
し
め
縄

や
鏡
餅
を
飾
る
「
正
月
飾
り
」
と
し
て
用
い

ら
れ
て
いま
す
。

　

ダ
イ
ダ
イ
は
イ
ンド
のヒ
マラ
ヤ
地
方
が
原
産

で
、
日
本
に
は
中
国
か
ら
渡
来
し
ま
し
た
。

初
夏
に
花
を
咲
か
せ
、
冬
に
な
る
と
果
実
が

熟
し
て
黄
色
く
な
り
ま
す
。
花
の
精
油
は
ネ
ロ

リ
と
呼
ば
れ
、
高
級
香
水
の
原
料
に
な
り
、

爽
や
か
な
フ
ロー
ラ
ルな
香
り
が
男
女
問
わ
ず

に
愛
さ
れ
て
いま
す
。

　

未
熟
果
実
と
成
熟
果
皮
は
薬
用
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
枳
実
、
橙
皮
と
呼
ば
れ
て
いま
す
。

枳
実
は
健
胃
作
用
を
目
的
に
大
柴
胡
湯
や

麻
子
仁
丸
な
ど
の
多
く
の
漢
方
薬
に
配
合
さ

れ
て
いま
す
。
橙
皮
も
同
様
に

健
胃
作
用
が
あ
り
ま
す
。
漢

方
薬
に
は
配
合
さ
れ
て
いま
せ

ん
が
、
主
に
芳
香
性
苦
味
健

胃
薬
と
し
て
種
々
の
胃
腸
薬
に

用
いら
れ
て
いま
す
。

学名：Citrus aurantium L. var.  daidai Makino 　科名：ミカン科
ダイダイ
代々伝わる正月飾りVol.121



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 血圧降下薬などの医薬品製造原料

血圧降下、鎮静、抗不整脈作用

根

ラウオルフィア

　

イ
ンド
ジ
ャ
ボ
ク
は
熱
帯
ア
ジ
ア
の
多
湿
な

森
林
地
帯
に
分
布
す
る
常
緑
小
低
木
で
す
。

１
年
中
、
淡
紅
色
で
内
側
が
白
い花
を
多

数
つけ
ま
す
。
日
本
で
は
薬
草
園
の
温
度
調

節
が
可
能
な
温
室
で
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。

　

学
名
の
セ
ル
ペンテ
ィ
ナ
は
ラ
テ
ン語
で
蛇
、

特
に
毒
蛇
や
大
蛇
の
意
味
で
す
。
根
が
淡
黄

褐
色
で
肥
厚
し
、
や
や
ね
じ
れ
て
屈
曲
し
て

蛇
のよ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
いは
イ
ン

ド
で
蛇
に
咬
ま
れ
た
時
の薬
と
し
て
用
いた
こ
と

か
ら
イ
ンド
ジ
ャ
ボ
ク
（
印
度
蛇
木
）
の
名
に

な
った
と
言
わ
れ
て
いま
す
。

　

イ
ンド
の伝
統
医
学
「
ア
ー
ユルヴ
ェー
ダ
」

に
伝
え
ら
れ
る
薬
用
植
物
で
、
古
く
か
ら
蛇

や
サ
ソ
リ
の
毒
の
解
毒
、
解
熱
に
用
いら
れ
、

老
化
防
止
の
妙
薬
と
し
て
も
知
ら
れ
る
重
要

な
民
間
薬
で
し
た
。
含
有
成
分
の「
レセ
ル

ピ
ン」
は
血
圧
降
下
薬
や
中
枢
抑
制
薬
、

「
ア
ジ
マリ
ン」
は
抗
不
整
脈
薬
の製
造
原
料

に
な
り
、
イ
ンド
の民
間
薬
が
世
界
中
か
ら
注

目
を
浴
び
る
重
要
な
薬
用
植
物
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
レセ
ルピ
ンは
、
交
感
神
経
の
機
能

を
阻
害
す
る
初
の
薬
物
で
、
そ
の
作
用
が
現

在
の
高
血
圧
症
治
療
薬
の
端
緒
と
な
り
、

現
在
で
も
高
血
圧
症
や
統
合
失
調
症
の
治

療
薬
と
し
て
用
いら
れ
て
いま
す
。

学名：Rauwolfia serpentina Benth. 　科名：キョウチクトウ科
インドジャボク
インドから世界の植物へVol.122



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 民間薬として健胃、胃もたれに用いられる。

健胃作用

葉

淡竹葉（タンチクヨウ）

　

緑
葉
の
白
い
隈
取
に
雪
化
粧
、
風
情
を

感
じ
る
写
真
で
す
ね
。
こ
ち
ら
は
ク
マザ
サ
と

呼
ば
れ
る
植
物
で
す
。
日
本
特
産
で
、
山

野
に
自
生
し
ま
す
が
、
各
地
で
栽
培
さ
れ
て

いま
す
。
常
緑
の
笹
で
す
が
、
冬
に
な
る
と
葉

の
縁
が
白
く
隈
ど
る
こ
と
か
ら
隈
笹
（
ク
マザ

サ
）
と
いう
名
が
つき
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
お
正
月
に
召
し
上
が
る
お

せ
ち
な
ど
の
日
本
料
理
で
こ
の
葉
を
目
に
し
た

こ
と
が
あ
る
方
が
いら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
いで

し
ょ
う
か
。
料
理
に
添
え
た
り
、
敷
いた
り
す

る
「
か
いし
き
」
に
用
いら
れ
る
代
表
的
な
笹

で
す
。
葉
に
は
殺
菌
効
果
や
食
品
の
腐
敗
防

止
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
古
来
食
品
の
包
み

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
石
川
県
や
新
潟

県
の
郷
土
料
理
で
あ
る
笹
寿
司
は
そ
の
名
残

で
あ
り
、
伝
統
的
な
知
恵
が
受
け
継
が
れ
て

いま
す
。

　

ク
マザ
サ
は
民
間
薬
と
し
て
も
健
胃
を
目

的
に
胃
も
た
れ
な
ど
に
飲
用
さ
れ
、
現
在
で
は

栄
養
素
が
豊
富
な
青
汁
と
し
て
も
飲
ま
れ
て

いま
す
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
で
糖
尿
病
や

高
血
圧
、
さ
ら
に
は
ガ
ンに
対
し
て
も
効
果
が

あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
健
康
増

進
の
た
め
に
も
ク
マザ
サ
の
青
汁
な
ど
の
健
康

食
品
を
試
し
て
み
て
は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Sasa veitchii (Carr.) Rehd. 　科名：イネ科
クマザサ

白い化粧をした葉Vol.123



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 主に利尿薬として用いられる。

利尿、強心、去痰、強壮作用

根茎

蜘蛛抱蛋（チチュホウタン）

　

ク
マザ
サ
と
似
て
いま
す
が
、
こ
ち
ら
は
ハラ

ンと
いう
植
物
で
す
。
ク
マザ
サ
が
イ
ネ
科
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
ハラ
ンは
ユリ
科
で
別
々
の
植

物
で
す
。
ク
マザ
サ
は
日
本
特
産
で
す
が
、
ハ

ラ
ンは
中
国
原
産
で
、
古
く
に
中
国
か
ら
渡

来
し
た
と
考
え
ら
れ
、
日
本
で
は
庭
園
用
な

ど
に
栽
培
さ
れ
る
常
緑
草
で
す
。

　

ハラ
ンは
ク
マザ
サ
と
同
様
に
日
本
料
理
の

飾
り
に
用
いら
れ
、
特
に
関
西
で
ハラ
ンが
使

用
さ
れ
て
いま
し
た
。
ク
マザ
サ
と
比
べて
葉
が

大
き
いた
め
、
刺
身
や
寿
司
な
ど
の
器
や
飾

り
包
丁
を
入
れ
て
「
葉
欄
切
り
」
な
ど
の
伝

統
的
な
和
食
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、

寿
司
の仕
切
り
に
使
わ
れ
て
いる
バ
ラ
ンは「
葉

欄
切
り
」
が
由
来
だ
と
言
わ
れ
て
いま
す
。

　

利
尿
、
強
心
、
去
痰
、
強
壮
な
ど
の
薬

効
が
知
ら
れ
て
お
り
、
か
つて
民
間
で
強
壮
薬

と
し
て
用
いら
れ
て
いた
記
録
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
で
は
強
壮
を
目
的
と
し
て
は
用

いら
れ
ず
、
主
に
利
尿
薬
と
し
て
用
いら
れ
て

いま
す
。
漢
方
医
学
の
起
源
で
あ
る
中
国
で

は
血
（
け
つ）
の
機
能
、
す
な
わ
ち
血
液
が

正
常
に
流
れ
、
全
身
に
栄
養
素
を
運
ぶ
働

き
を
促
進
す
る
薬
と
し
て
打
撲
傷
、
閉
経
、

腹
痛
、
頭
痛
、
歯
痛
、
腰
痛
な
ど
に
用
い

ら
れ
ま
し
た
。

学名：Aspidistra elatior Blume 　科名：ユリ科
ハラン
和食の伝統的飾り葉Vol.124
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